
　

第９回熊本中学生
英語暗唱大会

９/18
（土）

準優勝、おめでとうございます左から、古田さん、辻さん、芹川さん

　菊池女子高校の剣道部が福村市長を表敬訪問し、
平成22年度玉竜旗高校剣道大会で準優勝したこと
を報告しました。同大会は、７月24日（土）から
26日（月）まで福岡県のマリンメッセ福岡で行われ、
女子の部には377チームの参加がありました。
出場選手　大将　田中美紀、副将　松永理花、中堅
　坂田夏穂、次鋒　木村円香、先鋒　川上ゆき、補
欠　播摩真吏、堤　鈴花

　英語学習に対する関心を高めてもらうための英語
暗唱大会が熊本北高校で行われました。約３分間の
暗唱で、発音や話し方、暗記力などが審査され、菊
池北中学校の古田賀子さんが優勝しました。また、
準優勝に旭志中学校の辻　秋穂さん、３位に旭志中
学校の芹川沙依さんが選ばれました。
　優勝した古田さんは、10月６日（水）に開催さ
れた高円宮杯第62回全日本中学校英語弁論大会熊
本県大会でも５位に入賞しました。

第10回熊本青少年
空手道錬成大会

９/23
（祝）

錬聖館の子どもたち

　熊本青少年空手道錬成大会が菊池市総合体育館で
開催され、県内から21団体約400人が参加しまし
た。錬聖館から１2人の選手が出場し、７人が入賞
しました。上位の結果は次の通りです。（敬称略）
団体形の部（中学生）　準優勝　松原　徹、今村郁哉、
平生絢渡　形の部（中学生男子）　３位　松原　徹、
敢闘賞　今村郁哉、平生絢渡　（小学生４～６年）　
敢闘賞　宮内翔梧、本田隆二、本田和也　（小学生１
～３年）　３位 宮田　翼

玉竜旗高校剣道大会
９/29
（水）

25年ぶりの
久米八幡宮遷宮祭

九州大学大学院藤原
教授と院生表敬訪問

菊池地域が一体となった
認知症シンポジウム

高齢者地域見守り
ネットワーク会議開催

９/25
（土）

９/19
（日）

９/21
（火）

９/30
（木）

神幸行列市長に事業計画の報告をする藤原教授と院生の皆さん

ドライバーにお守りを渡す園児

パネルディスカッション

高齢者地域見守りネットワーク会議の様子

　泗水町久米地区にある久米八幡宮で遷宮祭があり
ました。25年ぶりに行われた遷宮祭には、久米地
区に住む子どもから高齢者まで約200人が集まり、
普段は静かな場所がたくさんの人で賑わいました。
　当日は、八幡宮で神事や神楽の奉納がありました。
その後、白丁や法被姿の神幸行列が約３㎞の道のり
を歩き、再び八幡宮まで戻ってきました。

　九州大学大学院藤原教授と院生の皆さんが、市長
と議長を表敬訪問されました。同大学では、社会貢
献のために自治体と連携を図り、地域の活性化など
に取り組んでいます。
　今回は、菊池市で歴史遺産の調査などの事業を実
施して、菊池高校の生徒や市民の皆さんと、ワーク
ショップやシンポジウムを行いながら活動を始める
との報告がありました。

　さくら保育園の園児９人が、同園近くの国道
387号沿いでドライバーに交通安全を呼びかけま
した。当日は、朝から小雨がぱらつき少し肌寒い天
気となりました。
　園児たちは手作りのお守りやアメ、チラシなどを
ドライバーに手渡し、「交通安全に気をつけてくだ
さい」と元気よく呼びかけていました。ドライバー
たちは、雨の降るなかでの突然のプレゼントに驚き
ながらも、笑顔で「ありがとう」と答えていました。

　 合志市ヴィーブルで、482 人が集う菊池地域
｢認知症を知る｣ 普及啓発シンポジウムが開催され
ました。これは認知症になっても住み慣れた地域で
安心して暮らせるまちをつくることを目的に、初め
て菊池４市町と地域振興局合同で開催されました。
講演会では東京都健康長寿医療センターの矢冨直美
さんが、「認知症予防はウォーキングなど日ごろか
らの健康管理が大事である」と話されました。この
ほかパネルディスカッションなども行われました。

　民生委員や銀行など65団体で構成された「高齢
者地域見守りネットワーク会議」が、文化会館で開
催されました。会議では、地域包括支援センターに
寄せられた高齢者虐待の状況についての報告、高齢
者が安心して暮らしていくための取り組みを協議し
ました。また、高齢者虐待を防止するための講演会
を行い、講師の県社会福祉士会副会長の紫藤千子さ
んから地域での支援体制について話を聞きました。

子どもたちが
交通安全を呼びかけました

９/27
（月）

122010 November広報きくち1313 2010 November広報きくち


